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: は じ め に

乳牛の排せつ物は含水率が高く,堆肥化の際に大量の水

分調整剤を必要とするが,規模拡大の進展に伴い,敷料を

含む水分調整材 (もみがら,おがくず等)の確保が困難化
しつつある。そこで,パイプハゥスを活用した簡易ハウス

堆肥化処理施設「発酵乾燥ハウス」(以下「発酵乾燥ハウ

ス」)を試作し,水分調整材の使用量を低減し得るふん尿
処理法について検討をした。

「発酵乾燥ハウス」の処理能力は,太陽熱による水分蒸

散量に大きく左右され,発酵乾燥床の面積を決定するに重

要な要素である。本研究では,2年間の実証展示から得ら
れたデータをもとに処理能力を算定し,農家が導入する際
の指標値を作成することを目的とする。

2試 験 方 法

試作した「発酵乾燥ハウス」を用い,連日約 ltの生ふ

ん尿を投入し,処理過程における処理状況,ラ ンニング,
スト,ハ ウス内外の気温,各地点での堆肥水分と比重,水
分蒸散量等を調査した。

水分蒸散量については,約40Lの コンテナに水分75%前

後に水分調整した堆肥18 2kgを 入れ,毎日重量を計測し,

減量分を水分蒸散量とした。

0)供試処理施設「発酵乾燥ハウス」の概要
1)趨t鯉勧  ふん尿混合物1,21Xlkg/日
2)ハ ウ ス 間口108m× 長さ31m面積3348ご

峰高 591n 軒高 31m
3〉 発酵乾燥床 間口397m× 長さ24nl× 2レーン

面積190 6nf 深さ03m 容島 7 18nf
4)貯留ピット 397111× 2 m X075m× 2カ所 容

量12ピ

5)攪拌移送機 攪拌幅412m 攪拌深03n1 2機
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表 , 「発酵乾燥ハウス」における処理状況 (2年合計)

153 173

日平均量

製品量

kg         999         1,078         1,l1311
kg         ll,240

168

1,■ 9

117,03815,830 80,2∞

製品率      %      74      85      533      623      331
水分調整材使用量・

146

0          13,150

0          5,580

0             0
0              87

640
1,059

224,308

0          13,150戻し堆肥
¨    kg

おがくず ・̈    kg
もみがら……   kg
使用期間     日

0

9,000

0

50

14,580 29,160

8,700         8,700
168             305

注 *水分調整材はハウス外より投入したもの,**戻 し堆肥は4～ 9月 の製品を使用 (平成■月),***お がくず
は平成10年に使用,****も みがらは平成11年に使用
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図 1 「発酵乾燥ハウス」の略図

3 試験結果及び考察

a)処理状況
試作した「発酵乾燥ハウス」を2年間稼動して調査を行っ

た結果,日平均1,059kgの生3、ん尿混合物を処理 した。 4
月から11月 までは,水分調整材 (おがくず,もみがら等)

を試験開始直後に使用しただけで,他は,製品のリサイク

投入量日数
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表 2 「発酵乾燥ハウス」の年間直接経費の試算 表4 発酵乾燥床の規模算定試算

容項 金  額 内 設定条件

電気料

水分調整材
燃料費
その他

88,320

147,000

9,352

7,360円 X12月

おがくず 。もみがら

小型ローダー燃料費
グリース他

処理対象頭数

生ふん水分

生ふん比重
1日 当処理量

戻し堆肥必要量

豆頁      20    20    20    20
1頭当」卜せつ量・  kg  58 82 58 82 5882 5882

1,575

合計 246,247

注 *生ふん尿 ltあたりの直接経費743円

1月  2月  0月  4月  5月  3月  7月  3月  0月  10月  ::月  12月

図2 「発酵乾燥ハウス」における月別水分蒸散量

表3 水分蒸散量と各気象値との相関表

水 分 日平均 日最高 日最低     日照 月平均
蒸散量 気 温 気 温 気 温 降水量 時間 日射量

水分蒸散  1
日平均気 0925 1
日最高気 ヨロ鐵 0995 1
日最低気 08800992 0976 1
降 水 量 -0131011100450192 1

朧駐』1:[:艦 }鵬 }艦 二)鵠 0ふ1 1

ル利用で処理を行うことができた。また,年間の製品率

(生ふん尿投入量に対する取り出した堆肥のDIま重量ベー

スで331%であった。

(2)ラ ンニングコスト

消費電力は,月 当たり平均42kwhで 7,360円の電力料金

であった。また,その他の直接経費を加味すると生お、ん 1

t当 たり743円であった。

% 88888888
kg/L   l  l  l  l
kg     l176   1176   1176   1176

kg      269   271   294   182

混合時想定水分   %   80  79  78  78
1次処理終了水分  %   75  75  76  76
戻し堆肥水分 %       45    40    40    12
戻し堆肥比重   kg/L  05 04  04 02
1露言店南函露轟ヨ田霞目□国J槽曇≡菫襲旧目:諷:諷諸疇瞼語二露認層重電目曇曇書璽電雲ヨ曖菫瑾彗
有機物分解率    %    5  15  0  0

'職
繭 醸 議 攀 網 難 鐵 爾 輔 爾 髄 鐵 綱 曇

注 *排せつ量は家畜排せつ物推定プログラムにより計算
**水分蒸散量は山形市の推定値を使用
**ホ 水分調整材に貯蔵した乾燥堆肥を使用
**ホ ネ水分調整材にもみがらを使用

13)水分蒸散量による規模算定

2年間の月平均水分蒸散量は,最高月で6月 の3 72kg/

r。 日で最低月で12月 の0 68kg/nf。 日であつた。

月平均水分蒸散量は月平均日射量及び日最高気温との関

係が強く (それぞれ r=o935,r=o950)前記 2因子を

説明変数とする下記の重回帰式で推定できた。例として ,

山形市における各時期の水分蒸散量を当重回帰式を用いて

推定し,発酵乾燥床の所要面積を算出すると,乳牛 1頭当

たり約12rであった。なお,算出にあたっての設定条件は,

春から秋は,二次処理終了時水分を45%以下にし,冬 :′5%

以下に設定した。

水分蒸散量推定式

y=01047(xl)+0070(x2)-00071(r2‐ 0983)
y=水分蒸散量 (kg/ピ 。日)
xl=月平均日射量 (M」 )

x2=月平均日最高気温 (℃ )

4 ま

含水率の高いお、ん尿を堆肥化する場合,多 くの水分調整

材 (おがくず 。もみがら等)を必要とし,農家では,こ の

水分調整材の調達に苦慮している現状にある。

水分調整材の減量化が図られる本技術は,農家の堆肥化

経費や労力を軽減できるだけでなく,取り扱い性の改善も

図られ,畜産経営に貢献できると思われる。
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